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☆★今後の予定★☆ 

11 月 10 日(土) 第 6 回終着駅サミット in 阿下喜 

11 月 10 日（土）～11 日（日） 

      全国バスマップサミット熊谷 

12 月 13 日（木） ROBA 例会・理事会   

 

☆★活動報告★☆ 

10 月 11 日 ROBA 例会・理事会 

   14 日  第 8 回ふくぶせんフェスタ in 北府 

11 月 3 日  金沢交通まちづくり市民フォーラム 

    8 日  ROBA 例会・理事会 

 

   

 

 

善光の一言 ⑪          きしゃの きしゃ きしゃで きしゃ？ 

 

 乗り物評論家会員？の富山県在住、善光です。貴社の記者、汽車で帰社・・・。福井ロバのみなさん、

JR、えち鉄、福鉄の列車を何と呼びますか？ 私の地元富山では、JRを“汽車”、路面電車を含む私鉄を

“電車”と呼んでいました。高校の帰り、友人と今日は４時汽車（よじぎしゃ）で帰ろうとか、掃除当番

だから５時汽車になる、とか言っていました。１時間に１本しかないので“分”は省略ですね。 

ところがある日、非電化の氷見線の駅での高校生が、〇〇は４時電（よじでん）で帰ったらしいよ・・・

と。ちょっと話をすると、４時の電車と言う事らしい。この列車、電気で走っていないから電車じゃない

よ。って言ったら、え、そうなの！？ と。逆に、何て呼ぶんですか？ と聞かれたので、汽車または列車

と答えておきました。どうやら現代人は線路の上を走る乗り物は、すべて“電車”の様ですね。列車の呼

び方で、おじさん度（おばさん度）が分かります（笑）。 

 

 

   

ＲＯＢＡ認定優良バス停 誕生？ 

森田駅 

森田団地 アルビス森田店 新鮮館つくしの店北 

 このベンチ４脚は、「森田経済懇話会」創立３０周年

で森田地区コミュニティバス運行協議会に寄贈された

ものです。 

            撮影：林照 20181106 



ふくいのりのり mini マップ 15.5 版福井市版の発行  MAP 部会 林  博 

 

 福井国体での貸切バスなどへのバスのシフトの必要性から、当初の 11 月ダイヤ改定を 10 月 1 日に

1 か月早めて実施したため、直前の委員会やマップ改訂が大混乱しました。それでも何とか対応して、

mini マップ福井市版だけを印刷して、9 月 22 日のカーフリーデーに間に合わせることができました。 

 もちろん、バスターミナルなどの看板も、10 月 1 日に間に合わせることができました。 

 

看板  上左：駅前バスターミナル、上右：駅前大通り案内所内壁面、下：駅前大通りベンチ後ろ 

 

 

 

 



さらに、このデーターは福井市市民サービス推進課にも提供し、タウンページの「福井市便利帳」の

公共交通情報のページとして活用してもらうことになりました。発行は、11 月下旬の予定です。 

 

タウンページの掲載内容（予定） 

 
 

  

 残念ながら、のりのりマップの改訂版の発行は、今の ROBA の会計事情ではできませんが、今後の活

動には mini マップを有効に利用して行きたいと思っています。よろしく。 



 

作／漆嵜 耕次 

編集後記 ・・・編集委員より一言 

内田（発行責任者） 

「11月3日金沢で開催されましたフォーラムでROBAのMM

事業に関わる活動報告を 30 分の尺ですが行いました。ゆ

っくり金沢の街歩きをしたかったのですが時間がなくて

できなかったのが残念です。天気も良かったのですが。」 

林(変集長) 

「森田のコミバスはなんとか出発できましたが、今は試行

運転期間です。本格運行に移行するには、1便当たり 5 人

以上乗車の高いハードルを越える必要が・・・・」 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

がんばれ福井鉄道  №２ 岸本 雅行 

 福井鉄道福武線では新型低床車 FUKURAM の登場に伴い、５０年以上に

わたり活躍を続けてきた２００形電車（昭和３５～３７年に３編成製

造）が平成２８年を最後に引退しました。現在、２編成は解体され、残

る１編成のみが解体を免れ北府駅構内で休んでいます。しかし雨ざらし

のため車両の劣化がかなり進んでいる状態です。 

 ２００形電車は福井鉄道が自社発注したオリジナル車両で、当時とし

てはスタイル・性能など全国最高水準の車両と高く評価されていまし

た。（連節車・ステップ付き車両というのも非常に珍しい存在でした。）

当時、武生・鯖江から福井へ通勤通学する人の大多数は国鉄よりも福井

鉄道を利用していました。その福井鉄道の急行専用の看板列車として登

場した２００形電車は、沿線住民の夢を乗せて走り続けました。 

全国の地方私鉄で昭和３０年代に製造された電車の多くは廃車とな

り解体されてしまい、現在も残っている電車は全国でも数少なくなって

しまいました。現在、「鉄道友の会福井支部」と地元市民グループ「北

府駅を愛する会」が、この２００形電車の保存活動に取り組んでいます。

北府駅は平成２５年に国の登録有形文化財に登録され、車両工場も含め

北府駅一帯を鉄道ミュージアムとして整備する計画もあるそうです。貴

重な２００形電車を中心に鉄道ミュージアムが整備されれば、工夫次第

で全国的な観光スポットになることも夢ではありません。 

  

  

  

   

   

   

福井鉄道２００形電車（家久駅付近・平成２７年） 

 

 

mailto:roba@mbh.nifty.com

	news202-1
	news202-2,3
	news202- 4

